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特別支援学校教科指導充実事業

幼稚部・小学部・中学部
平成２９年４月告示

高等部
平成３１年２月告示

各解説（幼稚部・小学部・中学部）
平成３０年３月発行

今年度は，幼稚部（平成３０年度から全面実施）を除くすべて
の学部が移行期間となりました。令和２年度から小学部，令和３
年度から中学部，令和４年度から高等部（年次進行）と，順次全
面実施となります。本県の各特別支援学校においても，教育課程
の工夫・改善や新学習指導要領を踏まえた授業研究会など，新学
習指導要領の全面実施に向けた準備が進められています。

特別支援学校学習指導要領の全面実施に向けて

福島県特別支援教育センター教育研究
「知的障がいのある児童生徒を教育する特別支援学校の各教科の指導の充実」（二年次）
本県では，平成30年度より特別支援学校教科指導充実事業として，知的障がいのある児童生徒
を教育する特別支援学校の各教科の指導の充実に向けた事業及び教育研究を進めています。研究
の二年次の今年度は，研究協力校７校との連携・協力をさらに深め，新学習指導要領を踏まえた
実践研究の成果を発信していきます。

◩新学習指導要領を踏まえた授業研究
・学習指導案及び授業研究会の在り方の検討，教育課程や年間指導計画の工夫

◩新学習指導要領に基づく学習状況等の把握
・「学びの履歴」シートの活用と検証

◩新学習指導要領の理解啓発
・教育課程協議会，各研修会，Webサイト，実践研究通信
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研究協力校７校
推進モデル校：あぶくま支援学校，石川支援学校
地区協力校：大笹生支援学校，西郷支援学校，猪苗代支援学校，富岡支援学校，いわき支援学校

福島県特別支援教育センター 平成３０年度・令和元年度教育研究（二年次）
「知的障がいのある児童生徒を教育する特別支援学校の各教科の指導の充実」

～新学習指導要領を踏まえた児童生徒の自立と社会参加に向けた資質・能力の向上を目指す実践研究～ 
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新学習指導要領では，知的障がいのある児童生徒のための各教科等について，学びの連続性が
重視され，育成を目指す資質・能力の三つの柱で目標と内容が整理されるなどの充実が図られま
した。また，資質・能力の育成のためには「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改
善が必要であるとされています。これらを受け，特別支援学校の授業づくりは，具体的にどのよ
うな工夫や改善が必要になるのでしょうか。
本センターの教育研究では，研究協力校７校との連携・協力のもと，新学習指導要領を踏まえ
た学習指導案及び授業研究会の在り方の検討・実施を通して，工夫・改善のポイントを明らかに
する研究に取り組んでいます。

新学習指導要領を踏まえた授業研究
～学習指導案及び授業研究会の在り方の検討・実施～

学習指導案及び授業研究会の工夫・改善

研究協力校連絡協議会（全３回）
研究協力校の代表者が一堂に会し，教育研究に係る協議を
進めています。具体的には，新学習指導要領の改訂のポイン
トや解説の内容を確認したり，本センターが提案した学習指
導案を基に工夫点・改善点について協議したりしています。
各校から教務部や研修部担当の先生方が参加し，学校でのカ
リキュラム・マネジメントの推進も視野に入れながら研究に
取り組んでいます。

学習指導案及び授業研究会について，下記の検討事項について協議し，研究協力校の校内
研究における実践的な取組を進めています。本センターでは，各校の実践の成果をまとめ，
授業づくりの工夫・改善のポイントを県内の学校に発信していきます。

検討①資質・能力の育成に向けた単元（題材）
の設定
○学習指導要領に示す「教育の内容」と「指導の形態」
の構造（右図）を踏まえた単元（題材）の設定

○各教科の段階や内容の明確化
○資質・能力の三つの柱に沿った単元（題材）の目標
○単元（題材）全体を見通した本時の目標
○学習状況等を踏まえた個別の目標 など

検討②主体的・対話的で深い学びの実現に向けた工夫
○内容や時間のまとまりを見通した単元（題材）の計画
○「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点による具体的な手立て など

検討③学習評価の工夫
○観点別学習状況の評価や評価規準の設定
○単元（題材）における評価計画
○学習評価と指導改善の力量向上を目指した授業研究会 など

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらのことを踏まえ，次年度の取組を整理していきます。●（次）



新学習指導要領に基づく学習状況等の把握
～「学びの履歴」シートの活用と検証～

各教科の指導に当たっては，児童生徒一人一人が「何を学んできたのか（既習事項）」「何が
身に付いているのか（習得状況）」を把握することが，一人一人に適切な指導をするための手掛
かりになります。本センターでは，新学習指導要領に示された目標及び内容に即して，児童生徒
一人一人の学習状況を把握するための様式例として「学びの履歴」シートを提案しています。

「学びの履歴」シートとは
新学習指導要領の各教科の段階や内容を一覧にし，
学習状況を記号（習得○や継続△など）で記入でき
るようにした様式例が，「学びの履歴」シートです。
各教科の段階や内容に沿って実態把握ができると

ともに，指導目標の設定がしやすくなります。また，
個別の指導計画と連動させた引継ぎの補足資料とし
ても活用が期待されます。

「学びの履歴」シート（様式例）

主なメリット
☆既習事項や習得状況を整理できる。
☆個別の指導計画と連動させて，効果的な引継ぎができる。
☆指導計画を見直し，バランスのよい計画ができる。
☆段階や内容が明確になり，指導目標が設定しやすくなる。

研究協力校では，「学びの履歴」シートを活用して校内研究を行ったり，自校化
したシートを作成したりするなど，学習状況の把握に努めています。
本センターでは，研究協力校での活用と検証を踏まえ，今後さらに活用しやすい
様式を提案していきます。

「学びの履歴」シートの活用に取り組んだ先生方の感想・質問
各教科の段階や内容がつかめたこ
とで，指導目標を設定する際に役立
ちました。

A．各教科の各段階の内容は，各段階の目標を達成
するために必要な内容で構成されています。これ
らの内容を学び，どの程度身に付いているか判断
していくようになります。
どこまでできたら「習得」とするかについては，
原則，学級担任や指導の担当者などが判断するこ
とになります。妥当性・信頼性が高められるよう
複数の教師で見取ったり，学校全体で学習評価に
ついての組織的・計画的な取組を進めたりするこ
とが重要です。

取り扱っていない内容など，指
導内容に偏りがあることに気付き
ました。

他の先生方と一緒に取り組み，
学習指導要領に示された各教科の
内容を理解する機会になりました。

もう少し詳細な把握が必要だと
思いました。自分たちで使いやす
い様式を作ってみたいと思います。 参考：「特別支援学校学習指導要領解説総則編」平成30年3月

Q．「習得状況」の判断が難しいです。何をもって
「習得」なのか，誰がどのように判断すればよい
ですか？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらのことを踏まえ，次年度の取組を整理していきます。●（次）
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令和元年度福島県特別支援教育センター教育研究
研究協力校７校の研究主題

大笹生支援学校
＜研究主題＞「一人一人の学びを支えるインクルーシブな学校づくり（3年次）」

～大笹生支援学校モデルカリキュラムの開発と授業実践のまとめ～

西郷支援学校
＜研究主題＞「新学習指導要領を踏まえた授業づくり（2年次）」

～単元展開案の活用～

猪苗代支援学校
＜研究主題＞「一人一人が自ら学び，集団の中で学び合う姿を目指して」

～教科学習等における体験的な活動内容及び指導・支援の工夫と改善を通して～

いわき支援学校
＜研究主題＞「三つの資質・能力を育む各教科の授業づくり（1年次）」

～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善～

◇研究推進モデル校や地区協力校の公開授業研究会
公開授業研究会を通じて，新学習指導要領を踏まえた授業づくり
について考えてみませんか。どうぞご参加ください。

☆あぶくま支援学校 令和元年１０月２９日（火）
☆石川支援学校 令和元年１１月 ８日（金）
☆大笹生支援学校 令和元年１２月１３日（金）

富岡支援学校
＜研究主題＞「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり」

～対話的な学びを育てるために～

お知らせ

あぶくま支援学校
＜研究主題＞「新学習指導要領を踏まえた「学びの履歴」シートを活用しての授業づくり」

石川支援学校
＜研究主題＞「知的障がいのある児童生徒における各教科や教科等を合わせた指導の充実を目指して」
～新学習指導要領を踏まえ，自立と社会参加に向けて児童生徒が何を学び何が身に付いたのかが明確になる授業づくり～
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◇特別支援教育センター研究発表会
教育研究の2年間の成果と課題について発表いたします。
研究協力校7校によるポスター発表もあります。
この機会にぜひご参加ください。

⭕日時 令和元年１２月６日（金）９時４５分～１５時４５分
⭕場所 福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」
⭕内容 研究発表（教育研究，調査研究，長期研究員発表）

ポスター発表（教育研究，調査研究他）
シンポジウム「学校における合理的配慮の提供の充実に向けて」
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